
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月 

 

富 山 県 教 育 委 員 会 

 

 

 

令和３年度 

 

全国学力・学習状況調査  

 

特徴的な問題 

 

 

－校内研修及び授業に生かすためにー  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◎ 「特徴的な問題」を、上記のような問題として取り上げました。 

    今、求められている「身に付けさせたい資質・能力」を理解し、学習指導

の改善・充実を図ることができるよう、日々の授業や校内研修等でご活用

ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特徴的な問題」とは 

 

 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等

につながるよう、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具

体的に示すメッセージとなる問題  

 



 

 

【令和３年度版】 目 次 

 

 

 

 

○  特徴的な問題 ページ 

    

 １ 小学校「国語」 １ 

    

 ２ 中学校「国語」 ４ 

    

 ３ 小学校「算数」 ７ 

    

 ４ 中学校「数学」 10 

    

○  令和３年度全国学力・学習状況調査の傾向（児童生徒質問紙） 13 

    

○  令和３年度全国学力・学習状況調査の傾向（学校質問紙） 14 

    

 



１ 小学校「国語」 

(1) 国語 設問番号１二 調べたことについて、資料を使ってスピーチをする 

（津田梅子の紹介） 

学習指導要領の内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 相手や目的を意識し、資料を活用して話すことができるようにする 

  自分の考えや伝えたいことを話すスピーチでは、音声言語だけでは聞き手が理解しにくかった

り、誤解を招きそうだったりする場合等は、資料を使いながら話すことが重要である。 

    

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 相手や目的、状況等を踏まえ、話す内容と資料との整合、適切な時間や機会での資料の

提示の仕方等を工夫させる。 

② 説明を補足する、伝えたいことを強調するなど、資料を用いる目的を明確に意識させる。 

③ 目的や意図に応じて、資料の順番を変えたり、資料を提示しながら話す仕方について検

討したりする場を設定する。 

 

 資料を活用するなど、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるかどうかをみる
問題 

  

正答  ４ 

【出題の趣旨】 資料を用いた目的を理解することができるかどうかをみる。 
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(2) 国語 設問番号２三 説明的な文章を読み、分かったことをまとめる 

（「面ファスナー」） 

学習指導要領の内容：５・６学年 Ｃ読むことウ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
後
略
） 

 

【出題の趣旨】 目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けることができ

るかどうかをみる。 

 必要な情報を見付けるために、文章と図を結び付けて読むことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 27年度小学校Ｂ２三 (県 48.5％ 国 41.6％) 

 
○ 文章と図表等とを結び付けて、考えをまとめることができるようにする 
  図表等が添えられた文章を提示し、それらを結び付けて読んだり、自分の考えを書いたりする指
導を意図的に行うことが必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
・参考：報告書 平成 27年度 P.56～P.64   

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 読む目的を明確にした上で、必要な情報を見付けるために、文章と図を結び付けて読むよ
う意識させる。 

② 図表等の内容がどの程度詳しく、あるいは簡潔に説明されているのか、図表等があること
によって文章がどのように分かりやすくなっているのかなど、文章と図表等との関係やその
効果を捉えさせる。 

正
答
例 

 

メ
ス
ト
ラ
ル
は
、
ゴ
ボ
ウ
の
実
が
犬
の
毛
に
か
ら
み
つ
い
て
い
た
こ
と
を
ヒ

ン
ト
に
、
か
ぎ
状
の
フ
ッ
ク
が
輪
の
形
を
し
た
ル
ー
プ
に
引
っ
か
か
る
こ
と
で

く
っ
つ
く
仕
組
み
の
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
し
た
。（
八
十
字
） 
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(3) 国語 設問番号３一 自分の考えを主張する文章を書く 

学習指導要領の内容：５・６学年 Ｂ書くことイ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【出題の趣旨】 自分の主張が明確に伝わるように、文章全体の構成や展開を考えることがで
きるかどうかをみる。 

 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

   令和２年度小学校２一（未実施） 平成 30年度小学校Ｂ２一  (県 59.4％ 国 57.6％) 

   平成 29年度小学校Ｂ２一 (県 73.8％ 国 70.8％) 

○ 筋道の通った文章となるよう、文章全体の構成や展開を考えることができるようにする 

相手に分かりやすく伝わるように、伝えたいことや知らせたいことを明確にし、首尾一貫した展

開となるよう、論の進め方に注意して文章を組み立てることが大切である。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・参考：報告書 平成 30年度 P.60～P.67 平成 29年度 P.64～P.73   

   

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 「事柄の順序」に沿った構成や「書く内容の中心を明確に」した構成を工夫したり、「考え

と理由や事例」「原因と結果」「疑問と解決」等のつながりや配列を意識したりしながら文章

全体の筋道を整えさせる。 

②  自分の考えに至る事例や、異なる立場の読み手への反論等を文章のどこに配置し、どのよ

うに書いたらより説得力のある文章になるのかを考えさせる。 

③ 構成の段階で友達と読み合い、「読み手が分かりやすい、効果的な構成となっているかどう

か」などの観点で話し合い、助言し合い、助言を基に文章を見直す活動を取り入れる。 

正
答 
２ 
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２ 中学校「国語」 

(1) 国語 設問番号２二 意見文を書く(言葉の使い方)         

学習指導要領の領域等：２学年 Ｂ書くことオ  

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、書く能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

意見文の下書きを推敲したり、交流したりする場面を通して、文章の構成の工夫について考えるこ

とができるかどうかをみる問題 

正答 １ 

【出題の趣旨】 書いた文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考えることができるかどう
かをみる。 

正
答
例 

１
段
落
で
伝
え
た
い
こ
と
を
述
べ
、
２
段
落
で
そ
の
根
拠
と
な
る
具
体
例
を
示
し
、

３
段
落
で
予
想
さ
れ
る
反
対
の
考
え
を
示
し
、
４
段
落
で
も
う
一
度
伝
え
た
い
こ
と
を

述
べ
て
い
ま
す
。 

○ 読みやすく分かりやすい文章にするために、書き手としてだけでなく、読み手の立場に立って文
章を整えることができるようにする 
伝えたい事柄等にふさわしい語句や文章の使い方になっているか、段落の設け方、段落相互の関

係は適切か、全体と部分の関係はどのようになっているかなどについて検討することが重要であ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・参考：報告書 平成 31年度 P.42～P.48  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 事実や事柄、意見や心情が読み手に効果的に伝わるように説明や具体例を加えたり、表現

しようとする内容に最もふさわしい語句を選んだりすること等に留意させる。  

② 文章の構成等に着目して交流する場を設定し、工夫されている点や工夫した方がよい点に

ついて具体的な箇所を示しながら互いに意見を述べたり、自分の表現に役立てたりするよう

に指導する。 

③ 交流の際、必要に応じて、出された意見の妥当性等について吟味する時間を確保する。 
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(2) 国語 設問番号３四 文学的な文章を読む（「吾輩は猫である」）         

学習指導要領の領域等：１学年 Ｃ読むことオ   

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、読む能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
F

あ
あ
あ
あ
あl  
あ
る
日
、a

sh
 

 
 
 
 
 
 

  

場面の展開や登場人物の描写に注意して読んで内容を理解するとともに、文章に表れている登場人物

のものの見方や考え方を捉えて自分の考えをもつことができるかどうかをみる問題 

 
○ 文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつことができるようにする 

文学的な文章を読むに当たっては、登場人物の言葉や行動が、話の展開や作品全体に現れたものの

見方などにどのように関わっているかを捉え、新たなものの見方や考え方を発見したり、様々な視点

から物事について考えられるようになったりすることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 文学的文章を読むに当たっては、これまで読み継がれてきた近代以降の代表的な作家の作品
を紹介するなど、様々な作品に対する興味・関心を喚起するよう工夫する。 

② 文脈の中における語句の意味を理解したり、場面の展開や登場人物の描写に注意して読んで
内容を理解したりするとともに、本のカバー等に書かれている紹介等も参考にしながら、文章
に表れているものの見方や考え方を捉えられるよう指導する。 

③ 自分の考えを広げたり深めたりできるよう、読み取った内容や考えたことについて、文章の
一部を引用して紹介したり、考えたことなどを伝え合ったりする言語活動を設定する。 

 

【出題の趣旨】 文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつことができ

るかどうかをみる。 

【
文
章
の
一
部
】 

 

あ
る
日
、
例
の
ご
と
く
吾
輩
と
黒
は
暖
か
い
茶
畠
の
中
で
寝
こ 

ろ
び
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
雑
談
を
し
て
い
る
と
、
彼
は
い
つ
も
の 

自
慢
話
を
さ
も
新
し
そ
う
に
く
り
か
え
し
た
あ
と
で
、
吾
輩
に
向 

か
っ
て
下
の
ご
と
く
質
問
し
た
。 

「
お
め
え

、
、
、
は
い
ま
ま
で
に
鼠
を
何
び
き
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。」 

 

知
識
は
黒
よ
り
も
よ
ほ
ど
発
達
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
腕
力 

と
勇
気
と
に
い
た
っ
て
は
と
う
て
い
黒
の
比
較
に
は
な
ら
な
い
と 

覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
問
い
に
接
し
た
る
と
き
は
、
さ 

す
が
に
き
ま
り
が
よ
く
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
事
実
は
事
実
で
、 

い
つ
わ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
か
ら
、
吾
輩
は
、 

「
実
は
と
ろ
う
と
ろ
う
と
思
っ
て
、
ま
だ
と
ら
な
い
」
と
答
え
た
。 

 

黒
は
、
彼
の
鼻
の
先
か
ら
ぴ
ん
と
つ
っ
ぱ
っ
て
い
る
長
い
ひ
げ
を
び
り
び
り
と
ふ
る
わ
せ
て
、
非
常
に
笑
っ
た
。
元
来
黒

は
自
慢
を
す
る
だ
け
に
ど
こ
か
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
彼
の
気
焔
を
感
心
し
た
よ
う
に
の
ど
を
こ
ろ
こ
ろ
鳴
ら
し
て

謹
聴
し
て
い
れ
ば
、
は
な
は
だ
御
し
や
す
い
猫
で
あ
る
。
吾
輩
は
彼
と
近
づ
き
に
な
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
こ
の
呼
吸
を
の
み
こ

ん
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
も
、
な
ま
じ
い
お
の
れ
を
弁
護
し
て
ま
す
ま
す
形
勢
を
悪
く
す
る
の
も
愚
で
あ
る
。
い
っ
そ
の
こ

と
彼
に
自
分
の
手
柄
話
を
し
ゃ
べ
ら
し
て
お
茶
を
に
ご
す
に
し
く
は
な
い
と
、
思
案
を
定
め
た
。
そ
こ
で
お
と
な
し
く
、 

「
君
な
ど
は
年
が
年
で
あ
る
か
ら
、
だ
い
ぶ
ん
と
っ
た
ろ
う
」
と
、
そ
そ
の
か
し
て
み
た
。 

【
中
略
】 

「
し
か
し
鼠
な
ら
、
君
に
に
ら
ま
れ
て
は
百
年
目
だ
ろ
う
。
君
は
あ
ま
り
鼠
を
と
る
の
が
名
人
で
鼠
ば
か
り
食
う
も
の
だ
か

ら
、
そ
ん
な
に
ふ
と
っ
て
色
つ
や
が
い
い
の
だ
ろ
う
。」 

 

黒
の
ご
き
げ
ん
を
と
る
た
め
の
こ
の
質
問
は
、
ふ
し
ぎ
に
も
反
対
の
結
果
を
呈
出
し
た
。
彼
は
喟
然
と
し
て
大
息
し
て
い

う
。 

「
考
げ
え
る
と
つ
ま
ら
ね
え
。
い
く
ら
稼
い
で
鼠
を
と
っ
た
っ
て─

─

い
っ
て
え
人
間
ほ
ど
ふ
て
え
や
つ
は
世
の
中
に
い
ね

え
ぜ
。
人
の
と
っ
た
鼠
を
み
ん
な
取
り
あ
げ
や
が
っ
て
、
交
番
へ
持
っ
て
ゆ
き
あ
が
る
。
交
番
じ
ゃ
、
誰
が
と
っ
た
か
わ
か

ら
ね
え
か
ら
、
そ
の
た
ん
び

、
、
、
に
五
銭
ず
つ
く
れ
る
じ
ゃ
ね
え
か
。
う
ち
の
亭
主
な
ん
か
、
お
れ
の
お
か
げ
で
も
う
一
円
五
十

銭
く
ら
い
も
う
け
て
い
や
が
る
く
せ
に
、
ろ
く
な
も
の
を
食
わ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ゃ
し
ね
え
。
お
い
、
人
間
て
も
の
あ
体
の

い
い
泥
棒
だ
ぜ
。
」 

 

さ
す
が
無
学
の
黒
も
こ
の
く
ら
い
の
理
屈
は
わ
か
る
と
み
え
て
、
す
こ
ぶ
る
お
こ
っ
た
よ
う
す
で
背
中
の
毛
を
逆
だ
て
て

い
る
。
吾
輩
は
少
々
気
味
が
悪
く
な
っ
た
か
ら
、
い
い
か
げ
ん
に
そ
の
場
を
ご
ま
か
し
て
、
う
ち
へ
帰
っ
た
。 

【
後
略
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
（
上
）
』
に
よ
る
】 

【
正
答
例
】
（
引
用
・「
吾
輩
」
が
「
黒
」
に
ど
の
よ
う
な
接
し
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
か
・
自
分
の
考
え
） 

・
「
は
な
は
だ
御
し
や
す
い
猫
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
「
吾
輩
」
は
、
「
黒
」
の
機
嫌
を
取
る
よ
う
な
接
し
方
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
「
吾
輩
」
の
接
し
方
は
、
と
て
も
賢
い
と
思
う
。 

・
「
腕
力
と
勇
気
と
に
い
た
っ
て
は
と
う
て
い
黒
の
比
較
に
は
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
黒
に
敬
意
を
も
っ
て
接
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
良
い
面
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 
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(3) 国語 設問番号４四 電子メールを書く（焼き物作りの体験）         

学習指導要領の領域等：２学年 Ｂ書くことウ   

評価の観点：国語への関心・意欲・態度、書く能力  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

社会生活に必要な手紙や電子メールを書くなど、伝えたいことを相手や媒体を考慮して書くことがで

きるかをみる問題 

 

〇 社会生活に必要な手紙や電子メールを書くなど、伝えたいことを相手や媒体を考慮して書くことが

できるようにする 

手紙や電子メールにおいては、自分の発信した情報がどう受け止められるかを想像したり、相手の

状況や媒体の特性などを考慮して書くことが大切である。 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 相手に分かりやすく伝わるように書くために、相手に伝えたい事柄を明確にさせる。 

② 相手や場に応じた適切な言葉遣いで書いたり、相手に失礼のないように適切な言葉を加えて

書いたりするよう指導する。 

③ 全体を通して文意が通じるように書けているかを確かめるために、お互いの文章を読み合う

場を設定する。 

【出題の趣旨】 伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書くことができるかどうかをみ

る。 

正答例 

（なお、）事前に教えていただきたいこ

とがあります。当日の持ち物と服装につ

いて何か気を付けることはありますか。

また、体験している様子を写真撮影する

ことはできますか。 

 今回の学習を通して多くのことを学び

たいと思っています。よろしくお願いい

たします。 
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図形の計量について、図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、筋道を

立てて説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

  平成 23年度小学校Ａ４ （未実施）  平成 20年度小学校Ａ５ （県 87.9％ 国 85.2％）

平成 19年度小学校Ａ５(1) （県 96.9％ 国 96.0％） Ｂ５(3) （県 18.6％ 国 18.2％） 

【出題の趣旨】 複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素など

に着目し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを式や言葉を用

いて記述できるかどうかをみる。 

２(3)  

３ 小学校「算数」 

(1) 算数 設問番号２(3) 図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察 
 (三角形や四角形の面積) 

学習指導要領の領域：５学年 Ｂ図形(3)ア(ア) 
評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈正答の条件について〉 

次の①、②の全てを書き、平行四辺

形ＡＢＣＤの面積を 60と書いている。 

① 平行四辺形ＡＢＣＤの高さを求

める式や言葉 

② 平行四辺形の面積を求める公式

を用いた、平行四辺形ＡＢＣＤの面

積を求める式や言葉 

正答例 

【求め方】 

辺ＢＣを底辺としたとき、高さは、

６✕２＝12で、12㎝です。 

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、 

５✕12＝60で、60㎠です。 

【平行四辺形ＡＢＣＤの面積】 

60（㎠） 

○ 図形の構成についての見方を働かせ、示された図形の面積の求め方を解釈し、求め方につい

て説明することができるようにする 

  色板などの具体物を操作しながら図形を構成したり分解したりして、図形についての見方や

感覚を豊かにすることが大切である。また、図形を構成する要素などに着目して、既習の求積

可能な図形の面積の求め方を基に考えたり、説明したりすることが大切である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 平成31年度P.20～P.28 平成29年度P.45～P.47 

授業アイディア例 令和元年度P.9～P.10  

指導のポイント 

① 図形を構成する活動を通して、平行四辺形と三角形の面積の関係を理解できるようにす

る。 

② 図形を構成する要素等に着目して、既習の求積可能な図形の求め方を基に考えたり、説

明したりする過程を重視する。本設問では、組み合わせる二等辺三角形を構成する要素等

に着目し、必要な情報を見いだした上で、平行四辺形の面積を求める公式を用いることが

大切である。 

学習指導上の留意点 
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身の回りの事象について、統計的に問題解決するために、集めるべきデータを判断することが

できるかどうかをみる問題。 

【出題の趣旨】 集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断す

ることができるかどうかをみる。 

３(5)  

(2) 算数 設問番号３(5) 統計的な問題解決の方法を用いた考察(図書アンケート) 

学習指導要領の領域：５学年 Ｄデータの活用(1)ア(イ) 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 目的に応じてデータを集めて、分類整理することができるようにする 

目的に応じてデータを集めて分類整理するためには、身の回りの事象について、その事象の

因果関係や傾向を漠然と捉えるだけでなく、データに基づいて判断する統計的な問題解決の方

法を知り、その方法で考察する場面を設定することが大切である。 

指導のポイント 

①  解決する目的が明確になるように、児童にとって身近な興味や気付きから判断や考察し

たい事象を問題場面として設定する。 

② データの特徴や傾向をつかみ、判断できるように、データを集める計画を立てる際には

分析を見通した計画を立てる活動を取り入れる。 

 ③ 結論について多面的に捉え考察できるように、自分たちが出した結論やデータを別の観

点から見直してみる活動を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

正答 ２、５ 
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小数を用いた倍の意味について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して理解し、

考えを表現することができるかどうかをみる問題。 

〈関連する問題と正答率〉 平成 26年度小学校Ｂ５(2)（県 49.6％ 国 46.1％） 

平成 24年度小学校Ａ３(1)（県 33.7％ 国 34.0％） 平成 23年度小学校Ｂ２(2)（未実施） 

   

４(3)  

【出題の趣旨】 小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、

基準量を１としたときに比較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を

用いて記述できるかどうかをみる。 

 

(3) 算数 設問番号４(3) 計算結果について数量の関係に着目した考察 

(除法と小数を用いた倍) 
学習指導要領の領域：４学年 Ａ数と計算(4)ア(ア) 
評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答例＞ 

30ｍを１としたとき、0.1にあたる長さは３ｍです。 

12ｍは、３ｍの４つ分になるので、30ｍを１としたと

きの 0.4にあたります。 

○ 数を構成する単位に着目し、小数を用いた倍の意味について理解できるようにする 

商が１より大きい場合だけでなく、商が１より小さい場合の除法についても、商の意味を考

えることができるようにすることが大切である。その際、倍の意味を、４倍や２倍と半分のよ

うな「幾つ分」とした捉え方から、2.4倍のような「基準量を１としたときに幾つに当たるか」

と拡張して捉え直すことができるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 平成26年度 P.82～P.89  授業アイディア例 平成26年度P.21～P.22 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

① これまでの学習で使用してきた具体物、図、数、式、グラフ等を活用したり、既習事項

との関連を意識させたりして、発展的に考察する活動を位置付ける。  

② 計算結果の意味について、日常生活の場面に即して判断したり、数の表し方の仕組みや

数を構成する単位に着目して考えたりする活動を取り入れる。 

 ③ 基準量と比較量の関係を図に表す活動や、その図を読み取る活動を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

＜正答の条件について＞ 

次の①、②の全てを書いている。 

① 0.1に当たる長さが３ｍであることを表す言葉や数 

② 12ｍは３ｍの四つ分になることを表す言葉や数 
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数に関する事象を考察する場面において、問題の条件を変え、発展的に考察することができる

かどうかをみる問題 

６ 

 

４ 中学校 数学 

(1) 数学 設問番号６(3) 構想を立てて説明し、発展的に考察すること 
                                             (４つの数の和) 

学習指導要領の領域：２学年 Ａ数と式(1)イウ 

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事象の中に数量の関係を見いだし、文字を用いた式で表したり、その意味を読み取ったりす

ることができるようにする 

文字を用いた式を使って、ある命題が成り立つことを説明する場面で、文字を用いて表現し

たり、文字を用いた式の意味を読み取ったり、計算したりする学習を総合的に行うことが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

・参考：授業のアイディア例 令和元年度P.13～P.14 

【出題の趣旨】 数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明すること

ができるかどうかをみる。 

 

正答例 

・四角で囲んだ４つの数の和は、左上の数と右下

の数の和の２倍である。 

〈正答の条件について〉 

「○○は、◇◇である。」という形で、 

次の(a)、(b)を記述しているもの。 

(a) ○○が、「四角で囲んだ４つの数の和」である。 

(b) ◇◇が、｢左上の数と右下の数の和の２倍｣で

ある。 

指導のポイント 

① 具体的な数で計算することから、成り立つ性質を生徒が見いだしたり、見いだした性質

について文字を用いて表現する方法を検討したりするなどの機会を設ける。 

② 一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、共通する性質を見いだし、得られた数

学的な結果を事象に即して解釈する機会を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

10



実生活の場面において、事象を理想化・単純化してその特徴を的確に捉え、事象を数学的に解

釈し、説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 平成 29年度中学校Ｂ３ (2) （県 21.6％ 国 18.4％） 

平成 25年度中学校Ｂ３ (2) （県 32.5％ 国 31.7％） 

(2) 数学 設問番号７(2) 日常的な事象の数学化と問題解決の方法(砂時計) 
学習指導要領の領域：１学年 Ｃ関数(1)エオ 

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

【出題の趣旨】 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる

かどうかをみる。 

 

〈正答の条件について〉 

 次のことについて記述しているもの。 

＜グラフを用いることについて記述している場合＞ 

次の(a),(b)について記述している。 

(a)直線のグラフをかいて利用すること。 

(b) y 座標が 120のときの x 座標を読むこと。 

＜式を用いることについて記述している場合＞ 

次の(c),(d)について記述している。 

(c)比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。 

(d) y＝120を代入して、x の値を求めること。 

＜表や数値を用いることについて記述している場合＞ 

次の(e),(f)について記述している。 

(e)表や数値を用いて割合を求めて利用すること。 

(f)砂が落ちきるまでの時間が 120 秒になる砂の重さ

を算出すること。 

○ 日常的な事象を理想化・単純化して、その特徴を的確に捉えることができるようにする 

  事象の変化の様子について予測したり、実際のデータの特徴を分析したりすることができる

ように指導することが大切である。その際、これまでに学習した数学を使って解決できるよう

に、事象を理想化・単純化する活動を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 平成29年度P.126～P.133 平成25年度P.104～P.110 

指導のポイント 

 ① 原点から点Ｄまでの点が一直線上にあるとし、二つの数量の関係を比例とみなすことで、

それらの変化や対応の様子について考察する活動を取り入れる。また、日常的な事象を理

想化・単純化する活動を通して、数学の世界で考察することのよさを実感できるようにす

る。 

② 問題解決の過程を振り返る上で、方法や手順を的確に記述したり伝え合ったりする

ことが大切である。その際、「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その

「用い方」（x と y の関係式にある値を代入して求めるなど）の２つの事柄について指

摘し、問題解決の方法を的確に説明する活動を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

 正答例 

・原点Ｏを通る直線のグラフをかき、y＝120の時の x 座標を読む。 

・y を x の比例の式で表し、その式に y＝120を代入し、x の値を

求める。 

・表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数で砂が落ちきる

までの時間が 120秒になる砂の重さを計算する。 
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日常生活や社会の事象を考察する場面において、度数分布多角形からデータの傾向を適切に読

み取り、その判断の理由を説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 平成 29年度中学校Ｂ５ (3) （県 14.0％ 国 17.6％） 

８ 

(3) 数学 設問番号８(3) データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること 

（キャンプ場の気温） 
学習指導要領の領域：１学年 Ｄ資料の活用(1)イ 

評価の観点：数学的な見方や考え方  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする 

  表やグラフなどからデータの傾向を適切に読み取り、グラフや代表値を用いてデータの傾向

を捉え説明することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：解説資料 平成29年度P.121～P.127  報告書 平成29年度P.140～P.146 

授業のアイディア例 平成29年度P.13～P.14 

【出題の趣旨】 データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる。 

 

正答例 

・２つの度数分布多角形が同じような形で、

６時間未満の度数分布多角形よりも６時間

以上の度数分布多角形の方が右側にある。

したがって、日照時間が６時間以上の日

は、６時間未満の日より気温差が大きい傾

向にある。 

〈正答の条件について〉 

次の(a)、(b)について記述しているもの。 

(a) ６時間未満の度数分布多角形よりも６時

間以上の度数分布多角形の方が右側にあ

ること。 

(b) 日照時間が６時間以上の日は、６時間未

満の日より気温差が大きい傾向にあるこ

と。 

指導のポイント 

 ① データの大きさが異なる場合、度数で単純に比べるのではなく、相対度数を用いる必要

があることを確認する活動を取り入れる。 

② 度数分布多角形を用いて２つのデータの分布の特徴を捉える場面を設定し、データの傾

向を判断したり、根拠を明確にして事柄が成り立つ理由を説明したりする活動を取り入れ

る。 

③ ヒストグラム、度数分布多角形、幹葉図（幹葉表示）、箱ひげ図等の表し方を取り上げ、

データの傾向について話し合う活動を取り入れる。 

  

学習指導上の留意点 
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令和３年度全国学力・学習状況調査の傾向 児童生徒質問紙(小学校・中学校) 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

○学びに向かう力、人間性等 

→自己の感情や行動を統制する力を問う質問が新設(８) 

→自分のよさや可能性を認識して個性を生かしつつ、多様な人々との協働について問

う３問の質問が新設(14)(15)(16) 

○GIGAスクール構想の推進 

 →「ICT機器を活用した学習状況」の調査項目を充実し、２問の質問が新設 

・ICT機器の具体的な活用場面を示し、その頻度を問う質問(27) 

・ICT機器の学習における効果について問う質問(28) 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

→「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に関する取組状況についての調

査項目を充実し、３問の質問が新設 

・習得・活用・探究という学びの過程の中で、「深い学び」が実現できているかを問

う質問 (34) 

 ・児童生徒一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材や学習

時間等の柔軟な提供・設定を行うこと等、個に応じた指導の充実が行われているか

を問う質問(35) 

・児童生徒が自らの学習の状況を把握し、主体的に学習を調整することができている 

 かなど「主体的に学習に取り組む態度」について問う質問(38) 

○新型コロナウイルス感染症の学習面への影響を把握・分析 

→休業中の児童生徒の学習状況・環境等について問う質問を新設(64)(65)(66)(67) 

○その他 

・家庭における蔵書数について問う質問が新設(22) 

・家庭における日本語の使用状況について問う質問が新設(30) 

 

２ 参考 

 ・今年度は、「新型コロナウイルス感染症の影響に関する項目」が盛り込まれた。 

 ・小・中学校ともに、昨年度より２問減り、69問である。 
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令和３年度全国学力・学習状況調査の傾向 学校質問紙（小学校・中学校） 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

 ○新型コロナウィルス感染症の学習面への影響を把握・分析 

  →休業中の児童生徒の学習状況・環境等について問う質問を新設 

   ・「新型コロナウィルス感染症の影響に関する項目」(Ⅰ～Ⅺ) 

○よりよい学校運営 

→校長の考え等について問う質問が新設 

・「学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況」(12)(13)(14)(15) 

○指導改善や学習改善に生かす学習評価 

 →指導に生かす評価に関する質問が新設 

   ・「学習評価」(45) 

 ○GIGAスクール構想の推進 

  →「ICTを活用した学習状況」の調査項目を充実し、12問の質問が新設 

・授業や遠隔・オンライン授業、校務改善に関する準備状況(63)(64)(65) 

・学習履歴（スタディ・ログ）等、教育データの指導への活用(67) 

・ICT機器の使い方を学ぶ研修機会(68) 

・専門スタッフによるサポート体制(69) 

・ICT機器を活用した取組について、教職員の連携や児童同士のやりとり、教職員と家庭との連 

絡等、活用場面を具体的に示して問う質問(70)(71)(72)(73)(74)(75) 

 ○全国学力・学習状況調査の問題（教科に関する調査）の活用 

  →活用のねらいや方法が具体的に示された質問が新設(88) 

・学習指導要領の理解を深めるための出題意図の確認や、個別の問題を題材とした校内研修等 

(88-1)(88-2)(88-3) 

・問題全体を活用した校内研修を通じた授業の改善(88-4) 

・学力・学習状況の把握のための授業の中での取り上げ、家庭学習等の課題の参考(88-5)(88-6) 

・学校や教員が作成するテストや教材の参考(88-7)(88-8) 

・保護者や地域の人の学校教育活動への協力・連携を進めるため(88-9) 

○全国学力・学習状況調査の結果の活用 

 →活用方法が具体的に示された質問が新設(90) 

・児童生徒の傾向や課題を把握するための活用、他の調査結果等と組み合わせた分析 

(90-1)(90-2) 

   ・学校が独自に作成する教材の内容の検討や、実施するテスト等で作問する際の参考 

(90-3)(90-4) 

   ・学力向上等の施策の成果・課題、費用対効果等の評価(90-5) 

   ・保護者や地域の人の学校教育活動への協力・連携を進めるため(90-6) 

   ・課題が見られた点を中心とした校内研修の実施、授業改善(90-7) 

２ 参考 

・今年度は、「新型コロナウィルス感染症の影響に関する項目」が盛り込まれた。 

・昨年度の「教職員の資質能力の向上」が、「学校運営に関する状況」と統合され、「学校運営に関す

る状況／教職員の資質向上に関する状況」となり、小・中学校ともに 15の分類区分となった。 

・小学校、中学校ともに、昨年度より 16問増え、91問である。（別に「新型コロナウィルス感染症

に関する項目」11問） 
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